
　
6
月
定
例
会
は
、6
月
6
日
に
招

集
さ
れ
、24
日
ま
で
19
日
間
の
会
期

で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、「
地
方
税
法
」

等
の一
部
改
正
に
よ
り
、地
域
間
の

税
源
の
偏
在
性
を
是
正
す
る
た
め
、

地
方
法
人
税
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、法
人
県
民
税
の
法
人
税
割

に
係
る
税
率
を
引
き
下
げ
る
ほ
か
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め

の「
福
岡
県
税
条
例
の一
部
を
改
正

す
る
条
例
」や「
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
」に
基
づ
き
、県
立
お
よ
び

私
立
学
校
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
い
じ

め
に
よ
る
重
大
事
態
の
調
査
結
果

に
つい
て
、再
調
査
を
行
う「
福
岡
県

い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
再
調
査

委
員
会
」を
設
置
す
る
た
め
の「
附

属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
」な
ど
、条
例

議
案
10
件
、専
決
処
分
し
た
も
の
に

つい
て
報
告
し
承
認
を
求
め
る
議
案

1
件
、工
事
請
負
契
約
等
の
締
結
に

関
す
る
議
案
9
件
、人
事
に
関
す
る

議
案
2
件
、そ
の
他
の
議
案
2
件
計

24
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
に
当
た
って
は
、教
育
問
題
、

防
災
対
策
、農
林
水
産
問
題
、医

療・福
祉
問
題
な
ど
、県
政
全
般
に

わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、提
出
さ
れ
た
議
案

24
件
に
つい
て
は
、い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
、承
認
ま
た
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
六
年
六
月

　
会
期
、
議
事
日
程
、
会
期
の
延
長
・
休
会
、
特
別
委
員
会
の
設
置
・
改
廃
、

議
会
関
係
の
条
例
や
規
則
の
制
定
・
改
廃
な
ど
、
議
決
を
必
要
と
す
る

案
件
の
取
り
扱
い
を
協
議
し
ま
す
。（
◎
印
は
委
員
長
、○
印
は
副
委
員
長
）

加地　邦雄

第64代
福岡県議会議長
か  ぢ 　くに  お

（会派名 自民党県議団・4期）

昭和25年6月24日生
福岡市南区

かず よしいわ もと

第76代
福岡県議会副議長

（会派名 民主・県政県議団・3期）

昭和34年8月13日生
北九州市八幡西区

岩元　一儀

　
議
会
の
行
事
に
関
す
る
こ
と
、
議
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
、
改
選
に

伴
う
初
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
議
会
運
営
上
必
要
と
認

め
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

林
　
裕
二
　（
緑
友
会
／
代
表
者
）

川
﨑
　
俊
丸

 （
民
主
・
県
政
県
議
団
／

　
議
会
運
営
委
員
会
副
委
員
長
）

吉
村
　
敏
男

 （
民
主
・
県
政
県
議
団
／
代
表
者
）

岩
元
　
一
儀

 （
民
主
・
県
政
県
議
団
／
副
議
長
）

加
地
　
邦
雄

 （
自
民
党
県
議
団
／
議
長
）

藏
内
　
勇
夫

 （
自
民
党
県
議
団
／
代
表
者
）

井
上
　
忠
敏

 （
自
民
党
県
議
団
／

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
）

森
下
　
博
司
　（
公
明
党
／
代
表
者
）

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

　
吉
武
　
邦
彦
（
緑
友
会
）

　
大
塚
　
勝
利
（
公
明
党
）

　
壹
岐
　
和
郎
（
公
明
党
）

　
井
上
　
博
隆
（
民
主
・
県
政
県
議
団
）

　
畑
中
　
茂
広
（
民
主
・
県
政
県
議
団
）

　
小
池
　
邦
弘
（
民
主
・
県
政
県
議
団
）

○
川
﨑
　
俊
丸
（
民
主
・
県
政
県
議
団
）

◎
井
上
　
忠
敏
（
自
民
党
県
議
団
）

　
井
本
　
邦
彦
（
自
民
党
県
議
団
）

　
江
藤
　
秀
之
（
自
民
党
県
議
団
）

　
井
上
　
順
吾
（
自
民
党
県
議
団
）

　
秋
田
　
章
二
（
自
民
党
県
議
団
）

　
阿
部
　
弘
樹
（
自
民
党
県
議
団
）

　
桐
明
　
和
久
（
自
民
党
県
議
団
）

　
吉
村
　
　
悠
（
自
民
党
県
議
団
）

　5月臨時会は5月22日に招集され、正副議長の選挙が行われました。議長には加地邦雄
議員（自民党県議団）、副議長には岩元一儀議員（民主・県政県議団）が選出されました。5月臨時会

代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

　5月臨時会におきまして、福岡県議会議長及び副議長
に推挙を賜り、身に余る光栄であり、身の引き締まる思い
でございます。　
　明治12年3月、中村耕介初代議長から135年引き継が
れてきました大切なこのたすきを、しっかり引き継がせて
いただきます。
　県政において、二元代表制の一翼を担う県議会の果
たすべき役割と責任は重く、私ども議員は、より県民の
皆さまの身近にあって、ご意見をきめ細かく県政に反映
させる責務を担っていることを常々忘れないよう心がけ
ております。

　これからも、議会の合意のもと、議会改革を進めると
ともに、執行部との適切な緊張関係を保ちつつ、政策提
言等をさらに活発に行い県の発展に取り組んでまいりま
す。また、この議会広報紙を通じて、県民目線でわかりや
すい県政の実現を目指し、広く、かつ、積極的に議会の動
きや議会活動などの情報をお届けしてまいります。
　多くの県民の皆さまに、この福岡に住んで良かったと
実感していただけるよう、正副議長力を合わせ精いっぱ
い頑張ってまいりますので、皆さまの温かいご支援とご
協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。

就任にあたって

携帯電話向けサイト▶
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/m/

福岡県議会ホームページ▶
http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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新しい が決まりました正副議長
ふくおか県議会だより 2014年 （平成 26年） 8月発行（1）　第10号

福岡県議会ホームページでは、議員紹介、本会議情報、委員会情報等の掲載のほか、会議録の検索と閲覧、議会中継を実施しています。



中
牟
田  

伸
二  

議
員
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党
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井
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緑
友
会

緑
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会

※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Q

　小
学
校
校
長
の
逮
捕
事

件
に
対
す
る
認
識
及
び
今
後

の
再
発
防
止
に
対
す
る
考
え

に
つ
い
て
問
う
。

A
　
県
を
挙
げ
て
職
員
の
不

祥
事
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る

最
中
、
公
立
小
学
校
の
校
長

が
、
覚
醒
剤
所
持
の
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発

生
し
た
こ
と
は
、
県
民
の
学
校

教
育
に
対
す
る
信
頼
を
著
し

く
損
ね
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ

て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
県
民
の
皆
様
に
深

く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と
し
て

学
校
管
理
職
を
対
象
と
し
て

研
修
会
を
実
施
し
、
全
教
職

員
を
対
象
と
し
た
職
員
面
談

及
び
校
内
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
今
後
は
、
今
回
の

事
件
の
背
景
と
原
因
の
究
明
に

努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
対
策
を
検
討
し
、
根

絶
に
向
け
、
組
織
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

　限
界
集
落
の
現
状
及
び

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
林

業
の
振
興
に
つ
い
て
問
う
。

A
　
平
成
22
年
に
総
務
省
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
人
口

の
半
数
以
上
が
高
齢
者
の
集
落

は
本
県
過
疎
地
域
で
27
集
落

に
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通
の

利
便
性
低
下
な
ど
深
刻
な
問

題
が
生
じ
て
い
る
。
県
に
お
い

て
は
「
福
岡
県
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、

市
町
村
と
連
携
し
て
交
通
手

段
の
確
保
な
ど
、
対
策
を
総

合
的
に
進
め
て
い
る
。
中
山
間

地
域
に
お
い
て
は
農
林
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
立
地
条
件
を

活
か
し
た
お
茶
や
果
樹
な
ど
の

生
産
振
興
や
平
坦
地
と
の
生

産
コ
ス
ト
差
を
補
う
制
度
を
活

用
し
て
支
援
し
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
企
業
や
大
学
な
ど
に

応
援
団
に
な
っ
て
も
ら
い
、
日

常
的
に
交
流
し
、
支
え
合
う

取
り
組
み
を
始
め
、
現
在
３

地
域
、
12
団
体
で
農
林
産
物

の
定
期
購
入
な
ど
の
共
助
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。

Q

　教
育
の
意
義
と
教
育
行

政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
。

A
　
教
育
の
役
割
は
子
ど
も
の

社
会
的
自
立
の
基
礎
と
な
る

資
質
・
能
力
を
培
い
、
社
会

の
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
の
育

成
に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
本
県
の
現
状

を
見
る
と
、
全
国
平
均
を
下

回
る
学
力
・
体
力
な
ど
の
問

題
や
人
材
の
育
成
な
ど
対
応

す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
学
校
が
家
庭
・
地
域
と

連
携
し
て
教
育
活
動
の
効
果

を
高
め
る
仕
組
み
の
強
化
や
学

校
や
教
職
員
の
取
り
組
み
を

正
当
に
評
価
し
努
力
に
報
い
意

欲
を
高
め
学
校
の
組
織
力
を

強
化
し
て
い
く
取
り
組
み
を
実

施
。
さ
ら
に
は
、
子
ど
も
た

ち
を
鍛
え
て
、
ほ
め
て
、
の
ば

す
取
り
組
み
の
徹
底
を
重
点

方
針
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な

考
え
の
下
、
県
下
の
教
育
関

係
者
の
総
力
を
結
集
し
、
実

効
性
の
あ
る
施
策
を
展
開
し
、

全
国
に
誇
れ
る
福
岡
ら
し
い
教

育
を
確
立
で
き
る
よ
う
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
。

Q

　知
事
は
、
本
県
の
労
働

行
政
を
所
管
・
推
進
す
る
立

場
か
ら
、
福
岡
市
の
国
家
戦

略
特
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

A
　
福
岡
市
の
特
区
に
関
す
る

基
本
的
事
項
に
は
、
国
が
定
め

た
区
域
方
針
に
お
い
て
、
雇
用

の
分
野
に
関
し
て
「
創
業
後
5

年
以
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
に

対
す
る
雇
用
条
件
の
整
備
」、

ま
た
「
多
様
な
外
国
人
受
入

れ
の
た
め
の
在
留
資
格
の
見
直

し
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
区
域
方
針
に
則
し
て
、
国

家
戦
略
特
区
担
当
大
臣
や
関

係
地
方
公
共
団
体
の
長
、
民

間
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
区
域

会
議
に
お
い
て
、
具
体
的
な
事

業
の
内
容
が
議
論
さ
れ
る
。
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
特
区
の
目

的
で
あ
る
新
規
創
業
に
よ
る
雇

用
拡
大
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し

た
企
業
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者

の
保
護
に
も
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Q

　臨
時
財
政
対
策
債
の
返

済
に
つ
い
て
問
う
。

A
　
平
成
13
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
返
済
総
額
は
1
，1
7
7

億
円
、交
付
税
算
入
額
は
1
，

5
2
5
億
円
で
、3
4
8
億
円

の
差
が
生
じ
て
い
る
。「
臨
時
財

政
対
策
債
の
返
済
に
係
る
地
方

交
付
税
の
一
部
が
、一
般
施
策
費

に
流
用
さ
れ
て
い
る
」と
の
報
道

に
つ
い
て
は
、地
方
交
付
税
は
地

方
固
有
の
自
主
財
源
で
あ
り
、

使
途
は
地
方
自
治
体
が
地
域
の

実
情
に
即
し
て
自
ら
の
判
断
に

基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
も
の
。実

際
の
配
分
も
国
が
定
め
る
全
国

一
律
の
基
準
に
基
づ
き
、基
準
財

政
需
要
額
等
を
算
定
し
た
上
で

決
定
さ
れ
る
。こ
の
た
め
、各
項

目
の
支
出
額
と
交
付
税
配
分
額

に
差
が
生
じ
る
の
は
制
度
上
予

定
さ
れ
て
お
り
、「
流
用
し
て
い

る
」と
の
指
摘
に
は
当
た
ら
な
い

も
の
と
考
え
る
。臨
時
財
政
対

策
債
の
将
来
の
返
済
が
滞
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、必
要
な
財
源
を

し
っ
か
り
積
み
立
て
、確
実
に
返

済
を
行
っ
て
い
く
。

Q

　原
子
力
災
害
発
生
時
に

お
け
る
段
階
避
難
に
つ
い
て
知

事
の
見
解
を
問
う
。

A
　
万
が
一
の
事
故
が
発
生
し

た
と
き
に
一
斉
避
難
が
行
わ
れ

る
と
、過
度
の
渋
滞
が
発
生
し
、

長
時
間
の
乗
車
に
よ
る
高
齢
者

等
の
体
調
不
良
、
避
難
車
両
の

燃
料
切
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
る
無

用
の
被
ば
く
な
ど
を
招
く
と
と

も
に
、
大
規
模
な
交
通
事
故

や
こ
れ
に
伴
う
交
通
遮
断
な
ど

不
測
の
事
態
に
陥
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
被
害
を
最
小
限
に
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
段
階
方

式
に
よ
る
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
国
の
指
針
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
実
施
し

た
も
の
で
、
今
回
の
結
果
に
加

え
て
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
各

種
訓
練
、
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
、
防
災
関
係
機
関
や
関
係

自
治
体
と
の
協
議
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
広
域
避
難
計
画
の

内
容
を
検
証
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
し
て
実
証
性
を

高
め
て
い
く
作
業
は
続
け
て
い

き
た
い
。

Q

　人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

A
　
国
力
、
ま
た
本
県
の
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
一
定

規
模
の
人
口
が
必
要
と
考
え

る
。人
口
減
少
社
会
を
見
据

え
、結
婚
、出
産
、子
育
て
支
援

と
い
っ
た
少
子
化
対
策
を
は
じ

め
、
女
性
や
高
齢
者
が
い
き
い

き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く

り
、
求
職
者
の
状
況
に
応
じ
た

就
職
支
援
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
政
策
を
総

合
的
に
展
開
し
て
い
る
。人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
定
住

人
口
を
維
持
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

各
地
域
が
有
す
る
特
性
や
資

源
を
活
か
し
て
産
業
振
興
を

図
っ
て
い
る
。人
口
減
少
社
会
に

つ
い
て
は
各
部
局
に
お
い
て
十

分
認
識
し
て
お
り
、
人
口
動

態
、
経
済
動
向
な
ど
を
把
握
し

な
が
ら
、
具
体
的
な
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
施
策
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

Q

　障
が
い
者
施
設
か
ら
の

調
達
方
針
及
び
未
策
定
市
町

村
へ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

A
　
本
年
度
の
調
達
方
針
は
、

昨
年
度
の
実
績
を
さ
ら
に
上

回
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。今

年
度
は
、
新
た
に
県
の
機
関
を

は
じ
め
、
国
の
機
関
や
市
町
村

等
を
対
象
に
障
害
者
施
設
が

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
P
R

す
る
地
域
商
談
会
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
障
害
者
施
設
職

員
等
に
対
し
官
公
庁
等
か
ら
の

受
注
が
多
い
施
設
の
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
す
る
研
修
会
を

開
催
す
る
。調
達
方
針
未
策
定

市
町
村
に
対
し
、県
で
は
、法
の

施
行
を
受
け
早
期
の
策
定
を

促
し
て
き
た
。併
せ
て
、実
際
の

調
達
の
参
考
と
な
る
市
町
村
で

の
取
り
組
み
状
況
や
、
障
害
者

就
労
施
設
等
が
取
り
扱
う「
ま

ご
こ
ろ
製
品
」
の
情
報
を
提
供

し
て
き
た
。今
後
も
早
期
策
定

に
向
け
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

Q

　教
育
費
支
援
制
度
等
の

教
育
問
題
に
つ
い
て
所
見
を

伺
う
。

A

　教
育
費
支
援
制
度
の
周

知
は
重
要
で
あ
り
、
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
就
学
援
助
制

度
や
高
校
段
階
に
お
け
る
奨

学
金
等
、
個
々
の
制
度
に
つ
い
て

市
町
村
教
育
委
員
会
を
通
じ

て
周
知
し
て
い
る
。今
後
は
、
利

用
可
能
な
制
度
の
全
体
像
が

わ
か
る
よ
う
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
一
覧
で
き
る
方
策
を
研
究

し
て
い
き
た
い
。校
納
金
に
関

す
る
保
護
者
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
学
校
現
場

に
お
け
る
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底

な
ど
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
。経

済
的
負
担
を
か
け
な
い
教
育
の

提
供
に
つ
い
て
は
、放
課
後
な
ど

に
退
職
教
員
な
ど
を
活
用
し

て
補
充
学
習
等
を
行
う
取
り

組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

昨
年
度
か
ら
学
習
支
援
員
が

公
民
館
等
で
宿
題
や
授
業
の

復
習
等
を
指
導
す
る
事
業
を

実
施
し
、
本
年
度
か
ら
は
土
曜

授
業
推
進
の
た
め
、
市
町
村
に

対
し
て
外
部
人
材
の
活
用
に
必

要
な
経
費
を
補
助
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

Q

　農
業
協
同
組
合
の
見
直

し
に
つ
い
て
知
事
の
認
識
を
聞

く
。

A
　
農
業
協
同
組
合
は
農
業

生
産
力
の
増
進
、
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
、
経
済
事
業
の
ほ
か
信
用
事

業
、
共
済
事
業
を
総
合
的
に

行
っ
て
い
る
。
ま
た
農
業
協
同

組
合
中
央
会
は
、
農
業
協
同

組
合
の
健
全
な
発
達
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
組
合

の
事
業
や
経
営
の
指
導
及
び
監

査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

J
A
グ
ル
ー
プ
は
県
産
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
食
育
・
地
産

地
消
、
農
地
中
間
管
理
事
業

の
推
進
な
ど
、
本
県
の
農
政
を

進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
規
制
改
革
会
議

に
お
い
て
、
提
言
か
ら
内
容
が

見
直
さ
れ
た
答
申
が
な
さ
れ
、

中
央
会
の
新
た
な
制
度
へ
の
移

行
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
の
株
式
会
社
化
へ
の
検
討

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
答
申

を
踏
ま
え
て
「
規
制
改
革
実

施
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
農
業
協

同
組
合
は
農
業
者
の
相
互
扶

助
を
目
的
と
し
て
自
主
的
に
設

立
さ
れ
た
協
同
組
合
で
あ
り
、

民
間
組
織
で
あ
る
。
そ
の
改
革

は
自
己
改
革
が
基
本
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
農
業
改
革
、
構

造
改
革
を
進
め
る
上
で
、
J
A

グ
ル
ー
プ
が
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
に
十
分
配
慮

し
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
慎
重
か
つ
丁
寧
な
議
論
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

Q

　小
中
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
は
ど
の
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
の
か
。

A
　
現
在
、
社
会
や
理
科
な

ど
の
各
教
科
で
の
学
習
に
加

え
、
東
日
本
大
震
災
や
九
州

北
部
豪
雨
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
地
震
や
津
波
、
風
水
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
等
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
、
自
ら
の
命
を
守
り
抜
く

た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
態

度
の
育
成
や
、
安
全
で
安
心
な

社
会
づ
く
り
に
参
加
し
、
貢
献

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い

く
。

Q

　今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
奨

学
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
周
知
を
行
っ
て
い
く

の
か
問
う
。

A
　
経
済
的
に
不
安
を
抱
え

る
中
学
生
や
保
護
者
が
適
切
な

進
路
選
択
を
行
う
た
め
に
は
、

高
校
修
学
に
向
け
て
ど
う
い
っ

た
支
援
制
度
が
あ
る
の
か
に
つ

い
て
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
。
こ
の
た
め
市
町
村
教
育
委

員
会
等
を
対
象
に
、
貸
与
型
の

高
校
奨
学
金
と
併
せ
、
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
奨
学
給
付
金

の
支
給
対
象
世
帯
や
支
給
額
な

ど
、
制
度
の
詳
細
を
周
知
す
る

説
明
会
を
開
催
す
る
。
そ
の
後

に
制
度
を
説
明
し
た
チ
ラ
シ
を

す
べ
て
の
中
学
校
3
年
生
及
び

保
護
者
に
配
布
す
る
。
さ
ら
に

夏
季
休
業
期
間
中
に
開
催
す

る
中
学
生
進
路
相
談
事
業
や

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
て
、
制
度
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

ふくおか県議会だより 2014年 （平成 26年） 8月発行　（2）

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）6 月定例会の会議録については、9 月上旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/

第10号



冒
頭
、
小
学
校
校
長
の
覚
醒
剤
所
持
に
よ
る
逮
捕
事
件
を
受

け
、
知
事
及
び
県
教
育
長
の
考
え
を
質
し
、
今
後
の
対
策
に
つい
て

意
見
を
求
め
ま
し
た
。知
事
及
び
教
育
長
か
ら
は
、
県
庁
全
体
で

重
大
な
戒
め
と
受
け
止
め
再
発
防
止
に
向
け
一層
努
力
を
重
ね
、

根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
に
組
織
を
挙
げ
て
進
め
る
と
回
答
を
得

ま
し
た
。次
に
、税
制
に
つい
て
地
方
消
費
税
の
引
上
げ
、駆
け
込
み

需
要
に
よ
る
反
動
減
の
影
響
、地
方
法
人
課
税
の一連
の
見
直
し
効

果
、法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
等
に
つい
て
質
し
、増
収
額
を
社
会

保
障
経
費
に
確
実
に
充
当
、
当
初
予
算
の
確
保
、
地
方
法
人
課
税

は一定
の
効
果
を
期
待
、
法
人
実
効
税
率
の
引
下
げ
は一億
円
超
の

法
人
に
対
し
付
加
価
値
割
の
比
重
を
高
め
る
こ
と
を
優
先
検
討

す
る
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
開
始
時
期
は
9
月
迄
に
、全
市

町
村
で
両
給
付
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

次
に
、
農
協
改
革
に
つい
て
は
自
己
改
革
が
基
本
と
認
識
し
十

分
議
論
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
J
A
グ
ル
ー
プ
が
大
き
な
役

割
を
担
って
い
る
こ
と
に
十
分
配
慮
し
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
、慎
重
か
つ
丁
寧
な
議
論
が
必
要
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

最
後
に
教
育
長
に
教
育
の
意
義
と
教
育
行
政
運
営
の
方
針
に
つ

い
て
問
い
、
教
育
関
係
者
の
総
力
を
結
集
し
実
効
性
の
あ
る
教
育

施
策
を
展
開
し
、
任
期
中
に
全
国
に
誇
れ
る
福
岡
ら
し
い
教
育
を

確
立
す
べ
く
全
力
を
傾
注
す
る
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
三
県
が
公
表
し
た
原
発
の
災
害
発
生

時
の
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
問
題
と
し
て
、
段
階
避
難
や
自
主

避
難
、
30
キ
ロ
圏
外
の
屋
内
退
避
い
ず
れ
も
が
、
非
現
実
的
で

机
上
の
空
論
で
あ
り
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
教
訓
と
す
る
な

ら
一
斉
避
難
が
現
実
的
と
質
し
ま
し
た
。知
事
は
、「
一
斉
避
難

の
場
合
、
過
度
の
渋
滞
が
発
生
し
無
用
の
被
ば
く
を
招
く
。」

と
答
弁
し
た
も
の
の
、
後
日
、
新
聞
報
道
で
放
射
性
物
質
が
30

キ
ロ
圏
外
に
も
飛
散
す
る
可
能
性
や
、
会
派
と
同
一の
問
題
点

を
指
摘
す
る
報
道
が
続
く
中
、
今
後
も
議
会
で
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
と
、避
難
計
画
の
あ
り
方
を
質
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
現
職
の
小
学
校
校
長
が
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
で
逮

捕
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
件
に
つ
い
て
、
知
事
と
新
教
育
長
に

質
し
、
教
育
長
は「
任
命
権
者
と
し
て
の
責
任
を
痛
感
」と
答

弁
し
た
こ
と
を
受
け
、
教
育
へ
の
不
信
感
払
拭
に
全
力
を
挙
げ

て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
ま
し
た
。会
派
は
、
経
済
格
差
が
学

力
格
差
を
生
み
出
す
現
状
を
打
破
し
、
義
務
教
育
に
お
け
る

学
校
間
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
を
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、

効
果
が
出
て
い
る
自
治
体
や
学
校
の
視
察
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、子
ど
も
の
た
め
の
教
育
現
場
か
ら
の
教
育
改
革
が
進

み
、い
じ
め
、
不
登
校
の
解
消
、
結
果
と
し
て
学
力
向
上
に
つ
な

が
る
学
校
教
育
の
保
障
に
つ
い
て
質
し
て
い
き
ま
す
。

民
主
・
県
政
県
議
団

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ
ー
ム
等
の
立

ち
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
各
部
局
に
お
い
て
、
取
り
組
み
を
進
め
、
情
報
共

有
、
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
庁
議
の
場
等
で
議
論
を
深
め
て
い

く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
を

認
識
し
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。福
岡
を
次
世
代
以
降
へ
繋
ぐ
た
め
に
も
今
後
の
取
り
組

み
に
期
待
を
し
ま
す
。

A
E
D
の一
般
使
用
が
認
め
ら
れ
て
10
年
、
節
目
の
今
年
に
、

活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
と
の
問
い
に
対
し
て
、
A
E
D

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
に
対
応
で
き
る
人
材
を
さ
ら
に
育
成
す

る
た
め
、
救
命
講
習
の
機
会
を
増
や
し
、さ
ら
に
は
可
能
な
限
り

24
時
間
誰
も
が
使
用
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
や
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
の
活
用
は
有
効
で
あ
り
県
民
や
関
係
者
に
幅
広
く
周
知
を

し
て
い
く
と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
燃
料
電
池
車

（
F
C
V
）の
導
入
推
進
に
向
け
、
福
岡
が
水
素
社
会
の
先
進
地

と
な
る
こ
と
を
要
望
し
、
実
用
化
と
産
業
化
の
促
進
に
集
中
的

に
取
り
組
む
べ
き
と
の
問
い
に
、
知
事
は
F
C
V
の
普
及
と
水
素

ス
テ
ー
シ
ョン
の
整
備
を
一体
的
に
進
め
、
福
岡
県
が
F
C
V
の
普

及
拠
点
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

公
明
党

旅
客
船
の
沈
没
や
特
急
列
車
の
出
火
・
発
煙
な
ど
、
国
内

外
で
の
大
事
故
の
背
景
に
は
、
安
全
基
準
を
疎
か
に
し
た
経
済

優
先
に
よ
る
規
制
緩
和
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。国
民
の
生
命

や
安
全
・
安
心
に
係
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
規
制
改
革
会
議
や

T
P
P
等
の
外
国
と
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
日
本
の
安
全
基
準

を
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
と
質
問
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
、
規
制
改
革
は
日
本
の
経
済
の
再
生
と
さ
ら
な
る

成
長
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
、
国
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
際
、当
然
国
民
の
安
全
を

念
頭
に
お
い
て
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
と
の
答
弁
を
得
ま

し
た
。

本
県
の
目
指
す
地
方
分
権
に
つ
い
て
は
、知
事
か
ら
、国
か
ら

地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
な
ど
国
と
地
方
の
役
割
分
担
を

抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。ま
た
、広
域
観
光
の
振

興
や
70
歳
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
た
連
携
な
ど
、九
州
全
体

に
係
る
広
域
的
な
行
政
課
題
に
対
し
て
は
、
本
県
議
会
を
は
じ

め
、「
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
」や
経
済
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
九
州
地
方
知
事
会
の
政
策
連
合
な
ど
を
活
用
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。ほ
か
に
、
農
地

中
間
管
理
事
業
の
周
知
と
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
、
筑
前
海
区

の
水
産
業
振
興
や
女
子
学
生
の
就
職
問
題
、
観
光
振
興
、
児
童

生
徒
へ
の
食
育
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

緑
友
会

代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

平成２６年６月定例会では議案２４件が提出さ
れ、いずれも原案のとおり可決、承認または同
意されました。

提出された議案

○義務教育諸学校の教科書採択の抜本的な見直し
を求める意見書
○地方財政の充実・強化を求める意見書
○軽度外傷性脳損傷に関する労災認定基準の改正
および教育機関への啓発・周知を求める意見書
○日中暫定措置水域および中間水域における資源
管理、操業秩序等に関する意見書
○私学助成の拡充に関する意見書

可決された意見書

○私学助成の充実・強化等に関する請願
採択された請願

※否決された意見書、不採択の請願はありません。
　また、その他の請願は、継続審査となりました。

○条例議案　10件
・福岡県職員の特殊勤務手当に関する条例及び
福岡県事務処理の特例に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県職員の配偶者同行休業に関する条例の
制定について
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
・附属機関の設置に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県婦人保護施設の設備及び運営の基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県子育て応援基金条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県工業技術センター等使用料及び手数料
条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の制定
について
・福岡県警察職員の特殊勤務手当に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求める
議案　1件
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

〇工事請負契約等の締結に関する議案　9件
〇人事に関する議案　2件
・監査委員の選任について
・収用委員会の委員及び予備委員の任命について
〇その他の議案　2件
・公立大学法人福岡女子大学が行う出資等に係る
不要財産の納付の認可について
・福岡県土地開発公社の解散について

可決された意見書、採択された請願

本会議場で弔意
　6月8日、桂宮宜仁親王
殿下が薨去されました。
　６月１２日、議事に先立ち、
議長が、衷心より深く悼み、
お悔やみ申し上げました。

ふくおか県議会だより（3）　第10号 2014年 （平成 26年） 8月発行

代表・一般質問詳細は、県議会ホームページをご覧ください。　（注）6 月定例会の会議録については、9 月上旬に掲載される予定です。  http://www.gikai.pref.fukuoka.lg.jp/
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掲
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こ
こ
に
掲
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て
い
る
質
問
は
、
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質
問
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一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

津田 公治 議員

塩川 秀敏 議員

井上 順吾 議員 板橋　聡 議員香原 勝司 議員

阿部 弘樹 議員

浦田 憲一 議員

長　裕海 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

椛島 徳博 議員

堀　大助 議員 神﨑　聡 議 員

板
橋
議
員
　
未
婚
化
・
晩
婚
化
対
策
と

し
て
、結
婚
や
家
庭
な
ど
の
意
義
を
親

が
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、教

育
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
少
子
化
防
止
の
観
点
か
ら
、保
護
者

が
子
ど
も
に
家
庭
の
大
切
さ
な
ど
を
語

り
、将
来
自
分
の
家
庭
を
築
く
と
い
う
意

識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。今

後
、福
岡
県
P
T
A
連
合
会
等
と
連
携

し
、保
護
者
対
象
の
研
修
会
で
、未
婚
化・

晩
婚
化
が
引
き
起
こ
す
社
会
問
題
と
と

も
に
、家
庭
を
築
き
子
ど
も
を
育
て
る
喜

び
に
つ
い
て
、日
常
生
活
の
中
で
自
分
の
子

ど
も
に
伝
え
る
重
要
性
を
啓
発
す
る
。

長
議
員
　
が
ん
教
育
へ
の
こ
れ
ま
で
の

か
か
わ
り
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、各
学
校
で
は
保
健
の
授
業
な

ど
で
、生
活
習
慣
病
と
の
関
連
で
が
ん
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。今
後
は「
リ
レ
ー・

フ
ォ
ー・ラ
イ
フ・ジ
ャ
パ
ン 

福
岡
」に
つい
て

各
学
校
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、今
年

度
か
ら
、が
ん
経
験
者
を
含
め
た
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
、小・中・高
等
学
校
に

お
い
て
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
あ
り
方
を
実
践

的
に
研
究
す
る
。こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と

に
、命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
が
ん
教
育
の
推

進
に
努
め
る
。

井
上
議
員
　
大
宰
府
政
庁
跡
・
水
城

跡
・
大
野
城
跡
の
一
連
の
歴
史
的
遺
産
群

に
つ
い
て
の
認
識
及
び
、大
野
城
跡
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
こ
れ
ら
の
遺
産
群
は
、国
の
特
別
史

跡
に
指
定
さ
れ
、国
内
で
も
有
数
の
規
模

を
誇
る
遺
跡
で
あ
り
、我
が
国
を
代
表

す
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。大
野
城
跡
に
つ
い
て
は
、昭
和

46
年
か
ら
継
続
的
な
調
査
を
行
っ
て
い

る
。現
段
階
で
、計
9
か
所
の
城
門
を
設

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、他
に
類
を
見

な
い
壮
大
な
規
模
の
山
城
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

塩
川
議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

必
要
な
、困
難
経
験
を
伴
う
取
り
組
み

に
つ
い
て
、教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

Ａ
　「
子
ど
も
だ
け
で
作
る『
弁
当
の

日
』」、「
運
動
会
で
の
一
輪
車
に
よ
る
演

技
」な
ど
、学
校
現
場
が
子
ど
も
た
ち

を「
鍛
え
て
、ほ
め
て
、の
ば
す
」明
確
な

指
導
目
標
と
配
慮
の
下
に
、困
難
体
験

を
伴
う
取
り
組
み
を
実
施
す
る
際
に

は
、学
校
及
び
教
職
員
が
自
信
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
、し
っ
か
り
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

香
原
議
員
　
人
口
移
動
と
産
業
構
造

変
化
に
つ
い
て
。

Ａ
　
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、雇
用
の
場
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
。こ
の
た
め
、「
も
の

づ
く
り
産
業
」の
振
興
、「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ

ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
」構
想
を
推
進

し
、新
た
な
産
業
の
育
成・集
積
を
図
る
。

次
に
、域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、地
域

経
済
の
活
性
化
や
観
光
関
連
産
業
の
振

興
を
図
る
。加
え
て
、農
林
水
産
業
の
競

争
力
を
強
化
す
る
。本
県
と
し
て
は
、観

光
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
や
、福

岡
農
産
物
通
商
の
活
用
な
ど
、本
県
の
強

み
を
活
か
し
て
、九
州
の
産
業
振
興
に
寄

与
す
る
。

阿
部
議
員
　
薬
物
依
存
者
の
医
療
と

社
会
復
帰
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
現
在
、県
で
は
、保
健
福
祉
環
境
事

務
所
な
ど
に
お
い
て
、薬
物
依
存
症
者
や

そ
の
家
族
に
対
し
自
助
グ
ル
ー
プ
を
紹

介
、精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、家

族
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
支
援
決
定
を
受
け
た
方
に

は
、就
労
移
行
支
援
な
ど
を
活
用
し
、社

会
復
帰
を
目
指
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、医
療
機
関
や
保
護
観

察
所
な
ど
か
ら
な
る
対
策
会
議
を
設
置

し
、再
乱
用
防
止
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

津
田
議
員
　
救
急
車
の
適
正
利
用
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今

後
の
対
策
は
。

Ａ
　
県
で
は
、消
防
本
部
や
市
町
村
に

対
し
、住
民
の
皆
さ
ま
に
周
知
す
る
よ

う
、様
々
な
場
を
捉
え
て
指
導
し
て
い

る
。ま
た
、防
災
講
演
会
な
ど
で
の
呼
び

か
け
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
適
正
利
用
に

係
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に「
救

急
医
療
週
間
」に
は「
福
岡
県
救
急
の

日
の
つ
ど
い
」を
開
催
す
る
な
ど
、集
中

的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

本
年
度
か
ら「
消
防
操
法
大
会
」な
ど

の
機
会
も
活
用
し
、効
果
的
な
啓
発
に

努
め
る
。

桐
明
議
員
　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

県
全
体
、及
び
県
内
4
地
区
の「
人
口
維

持
目
標
値
」を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ  

本
県
で
は
、福
岡
都
市
圏
を
中
心
に

人
口
が
増
加
す
る
一
方
、県
内
の
多
く
の

地
域
で
減
少
が
続
い
て
い
る
。人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、定
住
人
口
を
維
持

拡
大
す
る
た
め
に
は
、魅
力
あ
る
雇
用
の

場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。こ
の
た
め
、

各
地
域
が
持
つ
特
性
や
資
源
を
活
か
し
、

産
業
振
興
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
、本
県
の
人
口
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
る
。

浦
田
議
員
　
石
炭
・
歴
史
博
物
館
は
、

県
と
市
の
共
同
運
営
が
望
ま
し
い
。ま

た
、県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、国
・

県
・
市
が
一
体
と
な
り
保
存
活
用
に
努
め

る
べ
き
だ
。

Ａ
　
運
営
体
制
は
、来
訪
者
の
動
向
や
推

移
を
見
極
め
、施
設
の
整
備・運
営
に
か

か
わ
る
経
済
性
を
勘
案
し
て
検
討
さ
れ

る
べ
き
だ
。保
存
に
つ
い
て
、県
は
専
門
的

な
助
言
や
技
術
支
援
を
行
っ
て
き
た
。活

用
に
つ
い
て
は
、多
く
の
皆
さ
ん
に
見
に
来

て
い
た
だ
く
工
夫
が
重
要
。県
で
は「
福

岡
県
修
学
旅
行
ガ
イ
ド
」へ
の
掲
載
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。今
年
度
は
、地
域
の
関

係
者
や
観
光
事
業
者
と
一
緒
に
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
。

松
尾
議
員
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業
支
援

を
ど
う
強
化
す
る
の
か
。

Ａ
　
県
で
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー
を
志
す
人
を

対
象
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
創
業
塾
を
開

催
し
て
い
る
。今
年
度
か
ら
は「
福
岡
ベ

ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」を
活
用
し
、先
輩
起

業
家
に
よ
る
講
演
会
や
資
金
調
達
・
人

材
確
保
な
ど
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
す
る
。ま
た
、技

術
開
発
支
援
、販
路
開
拓
の
た
め
の
展

示
会
出
展
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。こ

れ
ら
に
総
合
的
に
取
り
組
み
、ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
次
々
と
生
ま
れ
る
好
循

環
を
生
み
出
し
、本
県
の
経
済
の
成
長・

発
展
を
図
る
。

川
端
議
員
　
学
校
に
お
け
る
正
し
い
日

本
地
図
の
掲
示
等
の
推
進
に
つ
い
て
、教

育
長
の
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
小・中・高
等
学
校
に
お
い
て
、全
体

図
が
掲
載
さ
れ
た
教
科
書
や
地
図
帳
な

ど
を
活
用
し
て
授
業
を
行
って
い
る
。こ
れ

に
加
え
、日
本
全
体
が一覧
で
き
る
日
本
地

図
を
学
校
内
に
掲
示
す
る
こ
と
は
、児
童

生
徒
の
領
土
や
領
海
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
上
で
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
。県

立
高
校
に
つ
い
て
は
、日
本
全
図
を
配
布

し
校
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、小
中
学

校
に
つい
て
も
、市
町
村
教
育
委
員
会
に
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
促
し
て
い
き
た
い
。

吉
村
議
員
　
市
町
村
に
お
け
る
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
現
状
と
県
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、多
く
の
市
町
村
で
は
、通
学
等

の
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

なって
い
る
。今
後
、さ
ら
な
る
人
口
減
少
に

よ
り
、交
通
事
業
者
の
経
営
環
境
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
、市
町
村
の
財
政
負
担
の
増

大
も
予
想
さ
れ
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」の
改
正
が
行
わ
れ
、県
が
主

体
的
に
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。現

在
、国
で
策
定
中
の
基
本
方
針
が
策
定
さ

れ
た
ら
、市
町
村
に
対
し
、法
律
の
方
針
や

趣
旨
、内
容
に
つい
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

田辺 一城 議員

守谷 正人 議員

仁戸田 元氣 議員

堤 かなめ 議員 原竹 岩海 議員

大橋 克己 議員原田 博史 議員

原中 誠志 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

守
谷
議
員
　
県
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
と
、受
け
皿
と
な
る

施
設
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
。

Ａ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ムへ
の
入
所
申

込
者
は
、平
成
25
年
10
月
現
在
で
1
万

8
，2
5
5
人
。そ
の
う
ち
要
介
護
3
以

上
で
、自
宅
に
お
ら
れ
る
方
は
3
，

1
8
0
人
。現
在
、第
6
次
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、今
年
度

末
に
は
2
万
2
，3
3
6
床
と
な
る
予
定

だ
。現
在
、第
7
次
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。県
で
は
、県
全
体
の
整
備
量
を

定
め
、新
計
画
に
基
づ
き
、整
備
し
て
い

く
。田辺

議
員
　
在
宅
緩
和
ケ
ア
体
制
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
県
で
は
、病
院
と
診
療
所
と
の
連

携
強
化
、チ
ー
ム
医
療
推
進
の
た
め
の

研
修
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
体
制
の
整

備
に
努
め
る
。地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築

し
て
い
く
上
で
、市
町
村
の
役
割
は
大

き
く
な
る
。県
と
し
て
は
、市
町
村
や
医

療
機
関
に
、在
宅
緩
和
ケ
ア
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、市

町
村
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
取
り

組
む
際
に
は
、県
が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
支
援
す
る
。

原
竹
議
員
　
中
学
校
の
武
道
授
業
中

の
2
年
間
で
3
1
8
件
と
い
う
事
故
件

数
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。ま
た
、

教
員
へ
の
研
修
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
平
成
25
年
度
の
事
故
件
数
は
、24
年

度
に
比
べ
て
約
25
％
減
少
し
て
お
り
、各

学
校
の
安
全
対
策
の
定
着
が
図
ら
れ
つつ

あ
る
と
考
え
る
。し
か
し
、依
然
と
し
て

1
0
0
件
を
超
え
る
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、引
き
続
き
、事
故
防
止
の
取
り
組

み
を
徹
底
す
る
。研
修
に
つ
い
て
は
、21
年

度
か
ら
3
年
間
、公
立
中
学
校
の
保
健

体
育
科
教
員
全
員
に
実
施
し
た
。24
年

度
以
降
も
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、競
技
団
体
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加

も
促
進
し
て
い
る
。

大
橋
議
員
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、全

市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主

体
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
。知
事
の
見

解
は
。

Ａ
　
県
と
し
て
、こ
れ
ま
で
も
事
業
手
法

の
見
直
し
や
必
要
な
予
算
の
措
置
に
努

め
て
き
た
。高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
に

伴
い
、今
後
、本
事
業
の
需
要
も
増
え
て

い
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、市
町
村
区
域
ご

と
の
需
要
の
見
通
し
や
各
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
の
実
施
体
制
、こ
れ
ま
で
の

事
業
成
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
証
し
、よ

り
効
果
的
、効
率
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

堤
議
員
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理

念
と
少
人
数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
　
理
念
は
、す
べ
て
の
子
ど
も
が
互
い
の

個
性
や
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
を
学
び
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
障
害
の
な
い
子

ど
も
が
共
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。少

人
数
学
級
の
実
施
割
合
は
、本
年
5
月

1
日
現
在
、小
学
校
91
・
1
％
、中
学
校

61・1
％
で
あ
る
。今
後
も
、柔
軟
な
学
級

編
制
や
教
員
配
置
が
で
き
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
す
べ
て
の
学

年
で
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
が
実
現

で
き
る
よ
う
、義
務
標
準
法
の
改
正
に
つ

い
て
、国
へ
要
望
し
て
い
く
。

仁
戸
田
議
員
　
訪
問
介
護
・
通
所
介
護

の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
審
議
中
の
介
護
保
険
法
改
正

法
案
で
は
、要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問
や

通
所
の
サ
ー
ビ
ス
が
、全
国
一律
の
介
護
保

険
に
よ
る
給
付
で
は
な
く
、市
町
村
事
業

と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
財
源
は
、改
正
前
と
同
じ
く
介
護
保

険
財
政
の
中
で
確
保
さ
れ
る
。今
後
、国

か
ら
、訪
問
介
護
や
通
所
介
護
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、市
町
村
に
対
し
、説
明
会
を
開
催
す

る
。サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、事
業
の
実
施
状
況
を
把
握

し
、必
要
に
応
じ
、専
門
職
に
よ
る
技
術

的
支
援
等
を
行
う
。

原
中
議
員
　
県
内
自
治
体
は「
定
住
自

立
圏
構
想
」の
制
度
を
ど
う
活
用
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
　「
定
住
自
立
圏
構
想
」は
、中
心
と

な
る
市
と
近
隣
市
町
村
が
役
割
分
担
し

て
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、地
域
の
皆

さ
ま
の
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
よ

う
と
い
う
も
の
。本
県
で
は
、久
留
米

市
、八
女
市
、大
牟
田
市
が
中
心
市
と
な

る
3
つ
の
定
住
自
立
圏
が
形
成
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
。具
体
的
事
業
と
し

て
は
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館

の
相
互
利
用
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
放
送

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

原
田
議
員
　
今
後
の
本
県
に
お
け
る

認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、拡
充

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ
　
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、国
の
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン（
認
知
症
施
策

推
進
5
か
年
計
画
）が
二
次
保
健
医
療

圏
ご
と
に
1
か
所
以
上
整
備
す
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

各
地
域
に
お
け
る
課
題
や
実
情
を
考
慮

し
、増
加
す
る
認
知
症
の
方
々
が
、で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、国
の
予
算
の
制
約
も
あ
る

が
、現
在
未
設
置
の
二
次
保
健
医
療
圏

に
で
き
る
だ
け
早
期
に
整
備
し
て
い
く
。

吉村　悠 議員 桐明 和久 議員

川端 耕一 議員

松尾 嘉三 議員

大塚 勝利 議員

松下 正治 議員

新開 昌彦 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

神
﨑
議
員
　
京
築
地
域
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
田
川
地
域
へ
の
企

業
誘
致
や
公
的
な
遊
休
施
設
等
の
活

用
に
つ
い
て
。

Ａ
　
東
九
州
自
動
車
道
行
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
供
用
開
始
に
よ
り
、田

川
地
域
と
京
築
地
域
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
は
さ
ら
に
向
上
し
た
。こ
れ
を
踏
ま

え
県
と
し
て
は
、田
川
地
域
の
市
町
村

と
連
携
し
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

ま
た
、遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、先
進
事
例
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、活
用
可
能
な
施

設
の
情
報
を
一
元
的
に
管
理
し
企
業
誘

致
に
活
用
す
る
。

 

椛
島
議
員
　
学
校
で
武
道
を
学
ば
せ
る

意
義
と
、武
道
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
。

Ａ
　
武
道
は
、「
礼
」を
重
ん
じ
、「
道
」

を
学
び
合
う
と
い
う
我
が
国
の
伝
統
的

な
考
え
方
を
理
解
し
、相
手
を
尊
重
す

る
こ
と
を
重
視
す
る
運
動
で
あ
る
。人

間
形
成
を
図
る
上
で
、自
律
心
や
道
徳

性
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、大
き
な

意
義
が
あ
る
。武
道
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
は
、教
員
の
指
導
力
を
高
め
る
研

修
会
の
実
施
や
、武
道
専
門
家
の
活
用

を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、授
業
改
善
に

活
か
せ
る
効
果
的
な
実
践
事
例
の
周

知
な
ど
に
取
り
組
む
。

堀
議
員
　
東
九
州
自
動
車
道
行
橋
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
な
ど
注
目
度
を

増
し
て
い
る
京
築
地
域
の
県
内
で
の

位
置
づ
け
や
今
後
の
発
展
策
に
つ
い

て
。

Ａ
　
京
築
地
域
は
豊
か
な
山
海
の
幸
や

神
楽
な
ど
の
伝
統
文
化
も
継
承
さ
れ
て

い
る
魅
力
あ
る
地
域
だ
。ま
た
、自
動

車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
の
集
積

が
進
み
、大
き
な
発
展
力
が
あ
る
。県

で
は
、市
町
と
京
築
連
帯
ア
メ
ニ
テ
ィ
都

市
圏
構
想
を
策
定
し
、さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。今
後

は
、地
域
資
源
の
さ
ら
な
る
掘
り
起
こ

し
、圏
域
外
へ
の
発
信
力
の
強
化
を
重

点
的
に
進
め
た
い
。

松
下
議
員
　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
対
す
る

認
識
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
、時
間
と
場
所
を

選
ば
ず
行
わ
れ
る
極
め
て
悪
質
な
行
為

で
あ
り
、青
少
年
の
精
神
に
及
ぼ
す
影
響

は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
で
は
、小・中
学
生
に
ネ
ッ
ト
い
じ
め
防

止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
保
護
者
が
開

催
す
る
学
習
会
へ
講
師
を
派
遣
し
て
き

た
。今
年
度
か
ら
、中
学
や
高
校
の
教

員
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
員
養
成
講
座
等
を
実
施
す

る
。今
年
4
月
に
設
立
し
た
協
議
会
で

実
態
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
対
策
も

検
討
す
る
。

大
塚
議
員
　
航
空
機
産
業
の
誘
致
と
、

航
空
機
産
業
へ
の
地
元
企
業
の
参
入
支

援
を
、ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
　
本
県
に
は
、24
時
間
運
用
可
能
な
北

九
州
空
港
が
あ
り
、自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
で
培
っ
た
高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業

や
理
工
系
の
優
れ
た
人
材
が
あ
る
。県
と

し
て
は
、引
き
続
き
、三
菱
重
工
業
を
は

じ
め
と
す
る
航
空
機
関
連
産
業
の
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。ま
た
、地
元
企

業
の
参
入
可
能
性
が
高
い
分
野
の
検
討

を
行
い
、導
入
を
希
望
す
る
地
元
企
業
に

は
、航
空
機
部
品
の
品
質
管
理
の
た
め
の

認
証
資
格
取
得
等
の
技
術
支
援
を
行
い
、

航
空
機
関
連
産
業
の
拠
点
化
を
進
め

る
。壹岐

議
員
　
発
達
障
が
い
者
の
就
労
支

援
と
な
る
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
活
用
に
対

す
る
認
識
と
取
り
組
み
方
針
、及
び
中

学
校
か
ら
公
立
高
校
へ
の
提
供
が
少
な

い
理
由
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
活
用
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、県
教
育
委
員
会
は
、サ
ポ
ー

ト
ノ
ー
ト
が
進
学
先
等
に
1
0
0
％
引

き
継
が
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、保
護
者
や

学
校
等
へ
の
周
知
と
働
き
か
け
に
努
め

る
。提
供
が
少
な
い
理
由
は
、仕
組
み
の

周
知
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、今
後
、中
高
合
同
の
研
修
会
を
実
施

し
、中
学
校
教
員
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、高
校
で
も
入
学
前
に
保
護
者
に
対

し
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
。

新
開
議
員
　
自
主
防
災
組
織
等
で
活

動
し
て
い
る
県
民
が
、安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
、災
害
時
の
対
応
の
け
が
に

も
適
用
さ
れ
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
」に
加
入
す
べ
き
と
考
え
る
。知
事
の

所
見
と
未
加
入
の
組
織
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

Ａ
　
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま
が
、安
心

し
て
防
災
活
動
に
従
事
い
た
だ
く
た
め
に

も
、災
害
時
の
防
災
活
動
に
適
用
さ
れ
る

保
険
へ
の
加
入
は
、有
用
な
取
り
組
み
と

考
え
て
い
る
。未
加
入
の
組
織
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、保
険
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、市
町
村
に

対
し
、保
険
の
補
償
内
容
等
、様
々
な
機

会
を
捉
え
て
十
分
な
説
明
を
行
う
よ
う

要
請
す
る
。

県
議
会
コ
ラ
ム

「
代
表
質
問
」と「一般
質
問
」は

ど
う
違
う
の
？

　議
員
が
本
会
議
に
お
い
て
知
事
な
ど
執

行
機
関
に
対
し
て
行
う
質
問
に
、代
表
質
問

と一般
質
問
が
あ
り
ま
す
。

【
代
表
質
問
】

　代
表
質
問
は
、交
渉
会
派（
5
人
以
上
の

所
属
議
員
を
有
す
る
会
派
）の
代
表
が
行
い

ま
す
。

　質
問
は
会
派
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
の
内
容
は
、党・会
派
の
理
念

や
政
策
を
踏
ま
え
、知
事
の
政
治
姿
勢
や
提

案
さ
れ
た
予
算・条
例
な
ど
の
議
案
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

　質
問
時
間
は
、当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
る

定
例
会（
通
常
2
月
）は
60
分
以
内
、そ
の
他

の
定
例
会（
6
月
、9
月
、12
月
）は
45
分
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
質
問
時
間
に
答
弁
時

間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

【
一般
質
問
】

　一般
質
問
は
、議
員
個
人
の
立
場
で
質
問

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、今
日
の
行

政
の
課
題
や
地
域
に
密
着
し
た
問
題
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　質
問
時
間
は
、議
員
数
に
8
分
を
乗
じ
て

得
た
時
間
が
各
会
派
に
割
り
当
て
ら
れ
ま

す
。（
質
問
時
間
に
答
弁
時
間
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。）
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※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

津田 公治 議員

塩川 秀敏 議員

井上 順吾 議員 板橋　聡 議員香原 勝司 議員

阿部 弘樹 議員

浦田 憲一 議員

長　裕海 議員

自民党
県議団
自民党
県議団

緑友会緑友会

椛島 徳博 議員

堀　大助 議員 神﨑　聡 議 員

板
橋
議
員
　
未
婚
化
・
晩
婚
化
対
策
と

し
て
、結
婚
や
家
庭
な
ど
の
意
義
を
親

が
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、教

育
長
の
所
見
は
。

Ａ
　
少
子
化
防
止
の
観
点
か
ら
、保
護
者

が
子
ど
も
に
家
庭
の
大
切
さ
な
ど
を
語

り
、将
来
自
分
の
家
庭
を
築
く
と
い
う
意

識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。今

後
、福
岡
県
P
T
A
連
合
会
等
と
連
携

し
、保
護
者
対
象
の
研
修
会
で
、未
婚
化・

晩
婚
化
が
引
き
起
こ
す
社
会
問
題
と
と

も
に
、家
庭
を
築
き
子
ど
も
を
育
て
る
喜

び
に
つ
い
て
、日
常
生
活
の
中
で
自
分
の
子

ど
も
に
伝
え
る
重
要
性
を
啓
発
す
る
。

長
議
員
　
が
ん
教
育
へ
の
こ
れ
ま
で
の

か
か
わ
り
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、各
学
校
で
は
保
健
の
授
業
な

ど
で
、生
活
習
慣
病
と
の
関
連
で
が
ん
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。今
後
は「
リ
レ
ー・

フ
ォ
ー・ラ
イ
フ・ジ
ャ
パ
ン 

福
岡
」に
つい
て

各
学
校
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、今
年

度
か
ら
、が
ん
経
験
者
を
含
め
た
推
進
委

員
会
を
設
置
し
て
、小・中・高
等
学
校
に

お
い
て
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
あ
り
方
を
実
践

的
に
研
究
す
る
。こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と

に
、命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
が
ん
教
育
の
推

進
に
努
め
る
。

井
上
議
員
　
大
宰
府
政
庁
跡
・
水
城

跡
・
大
野
城
跡
の
一
連
の
歴
史
的
遺
産
群

に
つ
い
て
の
認
識
及
び
、大
野
城
跡
の
調

査
結
果
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
こ
れ
ら
の
遺
産
群
は
、国
の
特
別
史

跡
に
指
定
さ
れ
、国
内
で
も
有
数
の
規
模

を
誇
る
遺
跡
で
あ
り
、我
が
国
を
代
表

す
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。大
野
城
跡
に
つ
い
て
は
、昭
和

46
年
か
ら
継
続
的
な
調
査
を
行
っ
て
い

る
。現
段
階
で
、計
9
か
所
の
城
門
を
設

け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、他
に
類
を
見

な
い
壮
大
な
規
模
の
山
城
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

塩
川
議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

必
要
な
、困
難
経
験
を
伴
う
取
り
組
み

に
つ
い
て
、教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

Ａ
　「
子
ど
も
だ
け
で
作
る『
弁
当
の

日
』」、「
運
動
会
で
の
一
輪
車
に
よ
る
演

技
」な
ど
、学
校
現
場
が
子
ど
も
た
ち

を「
鍛
え
て
、ほ
め
て
、の
ば
す
」明
確
な

指
導
目
標
と
配
慮
の
下
に
、困
難
体
験

を
伴
う
取
り
組
み
を
実
施
す
る
際
に

は
、学
校
及
び
教
職
員
が
自
信
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
、し
っ
か
り
支
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

香
原
議
員
　
人
口
移
動
と
産
業
構
造

変
化
に
つ
い
て
。

Ａ
　
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
口
流
出

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、雇
用
の
場
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
。こ
の
た
め
、「
も
の

づ
く
り
産
業
」の
振
興
、「
グ
リ
ー
ン
ア
ジ

ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
」構
想
を
推
進

し
、新
た
な
産
業
の
育
成・集
積
を
図
る
。

次
に
、域
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、地
域

経
済
の
活
性
化
や
観
光
関
連
産
業
の
振

興
を
図
る
。加
え
て
、農
林
水
産
業
の
競

争
力
を
強
化
す
る
。本
県
と
し
て
は
、観

光
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
機
能
や
、福

岡
農
産
物
通
商
の
活
用
な
ど
、本
県
の
強

み
を
活
か
し
て
、九
州
の
産
業
振
興
に
寄

与
す
る
。

阿
部
議
員
　
薬
物
依
存
者
の
医
療
と

社
会
復
帰
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
現
在
、県
で
は
、保
健
福
祉
環
境
事

務
所
な
ど
に
お
い
て
、薬
物
依
存
症
者
や

そ
の
家
族
に
対
し
自
助
グ
ル
ー
プ
を
紹

介
、精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、家

族
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
支
援
決
定
を
受
け
た
方
に

は
、就
労
移
行
支
援
な
ど
を
活
用
し
、社

会
復
帰
を
目
指
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、医
療
機
関
や
保
護
観

察
所
な
ど
か
ら
な
る
対
策
会
議
を
設
置

し
、再
乱
用
防
止
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

津
田
議
員
　
救
急
車
の
適
正
利
用
に

関
し
て
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今

後
の
対
策
は
。

Ａ
　
県
で
は
、消
防
本
部
や
市
町
村
に

対
し
、住
民
の
皆
さ
ま
に
周
知
す
る
よ

う
、様
々
な
場
を
捉
え
て
指
導
し
て
い

る
。ま
た
、防
災
講
演
会
な
ど
で
の
呼
び

か
け
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
適
正
利
用
に

係
る
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に「
救

急
医
療
週
間
」に
は「
福
岡
県
救
急
の

日
の
つ
ど
い
」を
開
催
す
る
な
ど
、集
中

的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

本
年
度
か
ら「
消
防
操
法
大
会
」な
ど

の
機
会
も
活
用
し
、効
果
的
な
啓
発
に

努
め
る
。

桐
明
議
員
　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

県
全
体
、及
び
県
内
4
地
区
の「
人
口
維

持
目
標
値
」を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ  

本
県
で
は
、福
岡
都
市
圏
を
中
心
に

人
口
が
増
加
す
る
一
方
、県
内
の
多
く
の

地
域
で
減
少
が
続
い
て
い
る
。人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、定
住
人
口
を
維
持

拡
大
す
る
た
め
に
は
、魅
力
あ
る
雇
用
の

場
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。こ
の
た
め
、

各
地
域
が
持
つ
特
性
や
資
源
を
活
か
し
、

産
業
振
興
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
進
め
、本
県
の
人
口
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
る
。

浦
田
議
員
　
石
炭
・
歴
史
博
物
館
は
、

県
と
市
の
共
同
運
営
が
望
ま
し
い
。ま

た
、県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、国
・

県
・
市
が
一
体
と
な
り
保
存
活
用
に
努
め

る
べ
き
だ
。

Ａ
　
運
営
体
制
は
、来
訪
者
の
動
向
や
推

移
を
見
極
め
、施
設
の
整
備・運
営
に
か

か
わ
る
経
済
性
を
勘
案
し
て
検
討
さ
れ

る
べ
き
だ
。保
存
に
つ
い
て
、県
は
専
門
的

な
助
言
や
技
術
支
援
を
行
っ
て
き
た
。活

用
に
つ
い
て
は
、多
く
の
皆
さ
ん
に
見
に
来

て
い
た
だ
く
工
夫
が
重
要
。県
で
は「
福

岡
県
修
学
旅
行
ガ
イ
ド
」へ
の
掲
載
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
。今
年
度
は
、地
域
の
関

係
者
や
観
光
事
業
者
と
一
緒
に
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
。

松
尾
議
員
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業
支
援

を
ど
う
強
化
す
る
の
か
。

Ａ
　
県
で
は
、ベ
ン
チ
ャ
ー
を
志
す
人
を

対
象
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
創
業
塾
を
開

催
し
て
い
る
。今
年
度
か
ら
は「
福
岡
ベ

ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」を
活
用
し
、先
輩
起

業
家
に
よ
る
講
演
会
や
資
金
調
達
・
人

材
確
保
な
ど
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
す
る
。ま
た
、技

術
開
発
支
援
、販
路
開
拓
の
た
め
の
展

示
会
出
展
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。こ

れ
ら
に
総
合
的
に
取
り
組
み
、ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
次
々
と
生
ま
れ
る
好
循

環
を
生
み
出
し
、本
県
の
経
済
の
成
長・

発
展
を
図
る
。

川
端
議
員
　
学
校
に
お
け
る
正
し
い
日

本
地
図
の
掲
示
等
の
推
進
に
つ
い
て
、教

育
長
の
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
小・中・高
等
学
校
に
お
い
て
、全
体

図
が
掲
載
さ
れ
た
教
科
書
や
地
図
帳
な

ど
を
活
用
し
て
授
業
を
行
って
い
る
。こ
れ

に
加
え
、日
本
全
体
が一覧
で
き
る
日
本
地

図
を
学
校
内
に
掲
示
す
る
こ
と
は
、児
童

生
徒
の
領
土
や
領
海
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
上
で
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
。県

立
高
校
に
つ
い
て
は
、日
本
全
図
を
配
布

し
校
内
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、小
中
学

校
に
つい
て
も
、市
町
村
教
育
委
員
会
に
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
促
し
て
い
き
た
い
。

吉
村
議
員
　
市
町
村
に
お
け
る
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
現
状
と
県
の
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
、多
く
の
市
町
村
で
は
、通
学
等

の
移
動
手
段
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と

なって
い
る
。今
後
、さ
ら
な
る
人
口
減
少
に

よ
り
、交
通
事
業
者
の
経
営
環
境
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
、市
町
村
の
財
政
負
担
の
増

大
も
予
想
さ
れ
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

「
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に

関
す
る
法
律
」の
改
正
が
行
わ
れ
、県
が
主

体
的
に
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。現

在
、国
で
策
定
中
の
基
本
方
針
が
策
定
さ

れ
た
ら
、市
町
村
に
対
し
、法
律
の
方
針
や

趣
旨
、内
容
に
つい
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

田辺 一城 議員

守谷 正人 議員

仁戸田 元氣 議員

堤 かなめ 議員 原竹 岩海 議員

大橋 克己 議員原田 博史 議員

原中 誠志 議員

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

守
谷
議
員
　
県
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
と
、受
け
皿
と
な
る

施
設
の
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
。

Ａ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ムへ
の
入
所
申

込
者
は
、平
成
25
年
10
月
現
在
で
1
万

8
，2
5
5
人
。そ
の
う
ち
要
介
護
3
以

上
で
、自
宅
に
お
ら
れ
る
方
は
3
，

1
8
0
人
。現
在
、第
6
次
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、今
年
度

末
に
は
2
万
2
，3
3
6
床
と
な
る
予
定

だ
。現
在
、第
7
次
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
る
。県
で
は
、県
全
体
の
整
備
量
を

定
め
、新
計
画
に
基
づ
き
、整
備
し
て
い

く
。田辺

議
員
　
在
宅
緩
和
ケ
ア
体
制
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
県
で
は
、病
院
と
診
療
所
と
の
連

携
強
化
、チ
ー
ム
医
療
推
進
の
た
め
の

研
修
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後

も
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
体
制
の
整

備
に
努
め
る
。地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築

し
て
い
く
上
で
、市
町
村
の
役
割
は
大

き
く
な
る
。県
と
し
て
は
、市
町
村
や
医

療
機
関
に
、在
宅
緩
和
ケ
ア
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、市

町
村
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
取
り

組
む
際
に
は
、県
が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
支
援
す
る
。

原
竹
議
員
　
中
学
校
の
武
道
授
業
中

の
2
年
間
で
3
1
8
件
と
い
う
事
故
件

数
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。ま
た
、

教
員
へ
の
研
修
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

Ａ
　
平
成
25
年
度
の
事
故
件
数
は
、24
年

度
に
比
べ
て
約
25
％
減
少
し
て
お
り
、各

学
校
の
安
全
対
策
の
定
着
が
図
ら
れ
つつ

あ
る
と
考
え
る
。し
か
し
、依
然
と
し
て

1
0
0
件
を
超
え
る
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、引
き
続
き
、事
故
防
止
の
取
り
組

み
を
徹
底
す
る
。研
修
に
つ
い
て
は
、21
年

度
か
ら
3
年
間
、公
立
中
学
校
の
保
健

体
育
科
教
員
全
員
に
実
施
し
た
。24
年

度
以
降
も
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、競
技
団
体
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加

も
促
進
し
て
い
る
。

大
橋
議
員
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、全

市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主

体
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
。知
事
の
見

解
は
。

Ａ
　
県
と
し
て
、こ
れ
ま
で
も
事
業
手
法

の
見
直
し
や
必
要
な
予
算
の
措
置
に
努

め
て
き
た
。高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
に

伴
い
、今
後
、本
事
業
の
需
要
も
増
え
て

い
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、市
町
村
区
域
ご

と
の
需
要
の
見
通
し
や
各
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
の
実
施
体
制
、こ
れ
ま
で
の

事
業
成
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
証
し
、よ

り
効
果
的
、効
率
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

堤
議
員
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
理

念
と
少
人
数
学
級
の
実
現
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ
　
理
念
は
、す
べ
て
の
子
ど
も
が
互
い
の

個
性
や
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
を
学
び
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
障
害
の
な
い
子

ど
も
が
共
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。少

人
数
学
級
の
実
施
割
合
は
、本
年
5
月

1
日
現
在
、小
学
校
91
・
1
％
、中
学
校

61・1
％
で
あ
る
。今
後
も
、柔
軟
な
学
級

編
制
や
教
員
配
置
が
で
き
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、小
中
学
校
の
す
べ
て
の
学

年
で
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
が
実
現

で
き
る
よ
う
、義
務
標
準
法
の
改
正
に
つ

い
て
、国
へ
要
望
し
て
い
く
。

仁
戸
田
議
員
　
訪
問
介
護
・
通
所
介
護

の
市
町
村
事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て
。

Ａ
　
現
在
審
議
中
の
介
護
保
険
法
改
正

法
案
で
は
、要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問
や

通
所
の
サ
ー
ビ
ス
が
、全
国
一律
の
介
護
保

険
に
よ
る
給
付
で
は
な
く
、市
町
村
事
業

と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
財
源
は
、改
正
前
と
同
じ
く
介
護
保

険
財
政
の
中
で
確
保
さ
れ
る
。今
後
、国

か
ら
、訪
問
介
護
や
通
所
介
護
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、市
町
村
に
対
し
、説
明
会
を
開
催
す

る
。サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
や
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、事
業
の
実
施
状
況
を
把
握

し
、必
要
に
応
じ
、専
門
職
に
よ
る
技
術

的
支
援
等
を
行
う
。

原
中
議
員
　
県
内
自
治
体
は「
定
住
自

立
圏
構
想
」の
制
度
を
ど
う
活
用
し
て

い
る
の
か
。

Ａ
　「
定
住
自
立
圏
構
想
」は
、中
心
と

な
る
市
と
近
隣
市
町
村
が
役
割
分
担
し

て
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、地
域
の
皆

さ
ま
の
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
よ

う
と
い
う
も
の
。本
県
で
は
、久
留
米

市
、八
女
市
、大
牟
田
市
が
中
心
市
と
な

る
3
つ
の
定
住
自
立
圏
が
形
成
さ
れ
、そ

れ
ぞ
れ「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
。具
体
的
事
業
と
し

て
は
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館

の
相
互
利
用
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
F
M
放
送

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

原
田
議
員
　
今
後
の
本
県
に
お
け
る

認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、拡
充

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ
　
認
知
症
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、国
の
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン（
認
知
症
施
策

推
進
5
か
年
計
画
）が
二
次
保
健
医
療

圏
ご
と
に
1
か
所
以
上
整
備
す
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。国
の
方
針
を
踏
ま
え
、

各
地
域
に
お
け
る
課
題
や
実
情
を
考
慮

し
、増
加
す
る
認
知
症
の
方
々
が
、で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、国
の
予
算
の
制
約
も
あ
る

が
、現
在
未
設
置
の
二
次
保
健
医
療
圏

に
で
き
る
だ
け
早
期
に
整
備
し
て
い
く
。

吉村　悠 議員 桐明 和久 議員

川端 耕一 議員

松尾 嘉三 議員

大塚 勝利 議員

松下 正治 議員

新開 昌彦 議員

壹岐 和郎 議員

公明党公明党

神
﨑
議
員
　
京
築
地
域
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
田
川
地
域
へ
の
企

業
誘
致
や
公
的
な
遊
休
施
設
等
の
活

用
に
つ
い
て
。

Ａ
　
東
九
州
自
動
車
道
行
橋
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
供
用
開
始
に
よ
り
、田

川
地
域
と
京
築
地
域
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
は
さ
ら
に
向
上
し
た
。こ
れ
を
踏
ま

え
県
と
し
て
は
、田
川
地
域
の
市
町
村

と
連
携
し
た
企
業
誘
致
に
取
り
組
む
。

ま
た
、遊
休
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、先
進
事
例
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、活
用
可
能
な
施

設
の
情
報
を
一
元
的
に
管
理
し
企
業
誘

致
に
活
用
す
る
。

 

椛
島
議
員
　
学
校
で
武
道
を
学
ば
せ
る

意
義
と
、武
道
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
。

Ａ
　
武
道
は
、「
礼
」を
重
ん
じ
、「
道
」

を
学
び
合
う
と
い
う
我
が
国
の
伝
統
的

な
考
え
方
を
理
解
し
、相
手
を
尊
重
す

る
こ
と
を
重
視
す
る
運
動
で
あ
る
。人

間
形
成
を
図
る
上
で
、自
律
心
や
道
徳

性
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、大
き
な

意
義
が
あ
る
。武
道
教
育
の
充
実
に
つ

い
て
は
、教
員
の
指
導
力
を
高
め
る
研

修
会
の
実
施
や
、武
道
専
門
家
の
活
用

を
行
っ
て
い
る
。今
後
は
、授
業
改
善
に

活
か
せ
る
効
果
的
な
実
践
事
例
の
周

知
な
ど
に
取
り
組
む
。

堀
議
員
　
東
九
州
自
動
車
道
行
橋
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
な
ど
注
目
度
を

増
し
て
い
る
京
築
地
域
の
県
内
で
の

位
置
づ
け
や
今
後
の
発
展
策
に
つ
い

て
。

Ａ
　
京
築
地
域
は
豊
か
な
山
海
の
幸
や

神
楽
な
ど
の
伝
統
文
化
も
継
承
さ
れ
て

い
る
魅
力
あ
る
地
域
だ
。ま
た
、自
動

車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
の
集
積

が
進
み
、大
き
な
発
展
力
が
あ
る
。県

で
は
、市
町
と
京
築
連
帯
ア
メ
ニ
テ
ィ
都

市
圏
構
想
を
策
定
し
、さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。今
後

は
、地
域
資
源
の
さ
ら
な
る
掘
り
起
こ

し
、圏
域
外
へ
の
発
信
力
の
強
化
を
重

点
的
に
進
め
た
い
。

松
下
議
員
　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
に
対
す
る

認
識
及
び
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ
　
ネ
ッ
ト
い
じ
め
は
、時
間
と
場
所
を

選
ば
ず
行
わ
れ
る
極
め
て
悪
質
な
行
為

で
あ
り
、青
少
年
の
精
神
に
及
ぼ
す
影
響

は
大
変
深
刻
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
で
は
、小・中
学
生
に
ネ
ッ
ト
い
じ
め
防

止
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
保
護
者
が
開

催
す
る
学
習
会
へ
講
師
を
派
遣
し
て
き

た
。今
年
度
か
ら
、中
学
や
高
校
の
教

員
、保
護
者
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
パ

ト
ロ
ー
ル
員
養
成
講
座
等
を
実
施
す

る
。今
年
4
月
に
設
立
し
た
協
議
会
で

実
態
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
対
策
も

検
討
す
る
。

大
塚
議
員
　
航
空
機
産
業
の
誘
致
と
、

航
空
機
産
業
へ
の
地
元
企
業
の
参
入
支

援
を
、ど
う
進
め
る
の
か
。

Ａ
　
本
県
に
は
、24
時
間
運
用
可
能
な
北

九
州
空
港
が
あ
り
、自
動
車
や
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
で
培
っ
た
高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業

や
理
工
系
の
優
れ
た
人
材
が
あ
る
。県
と

し
て
は
、引
き
続
き
、三
菱
重
工
業
を
は

じ
め
と
す
る
航
空
機
関
連
産
業
の
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。ま
た
、地
元
企

業
の
参
入
可
能
性
が
高
い
分
野
の
検
討

を
行
い
、導
入
を
希
望
す
る
地
元
企
業
に

は
、航
空
機
部
品
の
品
質
管
理
の
た
め
の

認
証
資
格
取
得
等
の
技
術
支
援
を
行
い
、

航
空
機
関
連
産
業
の
拠
点
化
を
進
め

る
。壹岐

議
員
　
発
達
障
が
い
者
の
就
労
支

援
と
な
る
サ
ポ
ー
ト
ノ
ー
ト
活
用
に
対

す
る
認
識
と
取
り
組
み
方
針
、及
び
中

学
校
か
ら
公
立
高
校
へ
の
提
供
が
少
な

い
理
由
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
活
用
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
お
り
、県
教
育
委
員
会
は
、サ
ポ
ー

ト
ノ
ー
ト
が
進
学
先
等
に
1
0
0
％
引

き
継
が
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、保
護
者
や

学
校
等
へ
の
周
知
と
働
き
か
け
に
努
め

る
。提
供
が
少
な
い
理
由
は
、仕
組
み
の

周
知
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、今
後
、中
高
合
同
の
研
修
会
を
実
施

し
、中
学
校
教
員
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、高
校
で
も
入
学
前
に
保
護
者
に
対

し
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
。

新
開
議
員
　
自
主
防
災
組
織
等
で
活

動
し
て
い
る
県
民
が
、安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
、災
害
時
の
対
応
の
け
が
に

も
適
用
さ
れ
る「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
」に
加
入
す
べ
き
と
考
え
る
。知
事
の

所
見
と
未
加
入
の
組
織
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

Ａ
　
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ
ま
が
、安
心

し
て
防
災
活
動
に
従
事
い
た
だ
く
た
め
に

も
、災
害
時
の
防
災
活
動
に
適
用
さ
れ
る

保
険
へ
の
加
入
は
、有
用
な
取
り
組
み
と

考
え
て
い
る
。未
加
入
の
組
織
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、保
険
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。県
と
し
て
は
、市
町
村
に

対
し
、保
険
の
補
償
内
容
等
、様
々
な
機

会
を
捉
え
て
十
分
な
説
明
を
行
う
よ
う

要
請
す
る
。

県
議
会
コ
ラ
ム

「
代
表
質
問
」と「一般
質
問
」は

ど
う
違
う
の
？

　議
員
が
本
会
議
に
お
い
て
知
事
な
ど
執

行
機
関
に
対
し
て
行
う
質
問
に
、代
表
質
問

と一般
質
問
が
あ
り
ま
す
。

【
代
表
質
問
】

　代
表
質
問
は
、交
渉
会
派（
5
人
以
上
の

所
属
議
員
を
有
す
る
会
派
）の
代
表
が
行
い

ま
す
。

　質
問
は
会
派
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
の
内
容
は
、党・会
派
の
理
念

や
政
策
を
踏
ま
え
、知
事
の
政
治
姿
勢
や
提

案
さ
れ
た
予
算・条
例
な
ど
の
議
案
に
つ
い

て
行
い
ま
す
。

　質
問
時
間
は
、当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
る

定
例
会（
通
常
2
月
）は
60
分
以
内
、そ
の
他

の
定
例
会（
6
月
、9
月
、12
月
）は
45
分
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
質
問
時
間
に
答
弁
時

間
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

【
一般
質
問
】

　一般
質
問
は
、議
員
個
人
の
立
場
で
質
問

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、今
日
の
行

政
の
課
題
や
地
域
に
密
着
し
た
問
題
に
つ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　質
問
時
間
は
、議
員
数
に
8
分
を
乗
じ
て

得
た
時
間
が
各
会
派
に
割
り
当
て
ら
れ
ま

す
。（
質
問
時
間
に
答
弁
時
間
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。）
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安全・安心の取り組み

飲酒運転撲滅に関する福岡県の取り組み飲酒運転撲滅に関する福岡県の取り組み
　
福
岡
県
議
会
で
は
、平
成
24
年
2
月

に
会
派
を
超
え
た
議
員
提
案
に
よ
っ
て
、

全
国
初
の
罰
則
付
き
の「
福
岡
県
飲
酒

運
転
撲
滅
運
動
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
県
で
は
、同
年
8
月
に

「
福
岡
県
飲
酒
運
転
撲
滅
推
進
総
合
計

画
」を
策
定
し
、県
、県
警
察
、市
町
村
、

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
て
飲
酒
運

転
撲
滅
運
動
を
推
進
し
、県
民
一
人
ひ

と
り
に『
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
、さ

せ
な
い
、許
さ
な
い
』と
い
う
意
識
を
定

着
さ
せ
る
こ
と
、及
び
飲
酒
運
転
の
要

因
と
な
る
こ
と
も
多
い
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
等
の
予
防
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
促
進
を

図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
の
飲
酒
運
転
事
故
件
数

は
1
7
1
件
と
な
り
、前
年
と
比
較
し

て
14
件
減
少
し
、昭
和
40
年
以
降
最
少

と
な
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
こ
と
は
、条

例
の
施
行
と
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み

に
よ
り
、飲
酒
運
転
撲
滅
意
識
が
県
民

に
広
が
っ
た
こ
と
の
成
果
で
あ
り
、対
策

の
効
果
は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。し
か

し
な
が
ら
、飲
酒
運
転
は
未
だ
後
を
絶

た
ず
、飲
酒
運
転
の
撲
滅
は
、極
め
て
重

要
な
課
題
で
す
。

　
平
成
26
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、従

来
の
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加

え
、毎
月
25
日（
飲
酒
運
転
撲
滅
の
日
）に

新
た
に
広
報
啓
発
活
動
を
実
施
し
、ま

た
若
年
者
に
対
す
る
啓
発
を
進
め
る
た

め
、新
た
に
飲
酒
運
転
撲
滅
活
動
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
3
年
間
で
県
内
全
1
6
4
高

校
に
派
遣
し
、「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な

い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
」と
い
う
意
識
の

徹
底
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
企
業・

宣
言
の
店
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や

啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
等
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
す
る
事
業
も
開

始
し
ま
し
た
。

福岡県警察の取り組み
シンボルマスコット：ふっけい君三大重点目標

飲
酒
運
転
の
厳
罰
化

飲
酒
運
転
の
厳
罰
化

飲
酒
運
転
の
撲
滅

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い

　
飲
酒
運
転
事
故
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、残
念

な
が
ら
未
だ
全
国
ワ
ー
ス
ト
9
位（
平
成
25
年
12
月

末
現
在
）と
上
位
に
あ
る
た
め
、飲
酒
運
転
撲
滅
に

向
け
て
の
啓
発
活
動
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

平
成
26
年
度
当
初
予
算

飲
酒
運
転
撲
滅
対
策
費

1
9
，6
8
8
千
円

　
●
取
締
り
強
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
式
ア
ル     

　  

コ
ー
ル
測
定
器
の
整
備

　
●
ラ
ジ
オ
・
映
画
館
・
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
広

　  

報
啓
発
等

■ 飲酒運転事故発生件数

（件数）

880 829

650

366
284 296 337

257 185 171

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
0

200

400

600

800

1000

（年）

　
福
岡
県
に
と
っ
て
、暴
力
団
の
存
在
は
、最
大
の

治
安
課
題
で
あ
る
。

　
暴
力
団
の
壊
滅
に
向
け
て
、暴
力
団
の
取
締
り

に
総
力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、県
警
察
が
前
面
に

立
ち
、行
政
、事
業
者
及
び
県
民
と
一
丸
と
な
っ
た

暴
力
団
排
除
活
動
を
推
進
す
る
。

　
加
え
て
、県
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

平
成
26
年
度
当
初
予
算

　
暴
力
団
対
策
費
、暴
力
団
排
除
推
進
費

　
3
8
4
，8
2
6
千
円

（
新
）追
加
整
備
す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
解
析

装
置
等
を
使
っ
た
暴
力
団
員
の
徹
底
検
挙
、

新
規
整
備
す
る
画
像
分
析
シ
ス
テ
ム
、追
加

整
備
す
る
パ
ト
カ
ー
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム

（
カ
ー
ロ
ケ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
）等
を
使
っ
た
保

護
対
策
の
さ
ら
な
る
徹
底
等

県
警
本
部
長
決
意（
平
成
26
年
2
月
定
例
会
）

　
今
春
の
組
織
改
正
に
お
い
て
、北
九
州
地
区
暴
力
団

犯
罪
捜
査
課
と
北
九
州
地
区
の
警
察
署
の
暴
力
団
対

策
の
要
員
を
増
員
す
る
な
ど
、暴
力
団
犯
罪
捜
査
体
制

を
強
化
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、未
解
決
の
事
件
の
検
挙
、全
容

解
明
に
向
け
、組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
強
力
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
。ま
た
、暴
力
団
に
よ
る
卑
劣
な
凶
悪
事
件

の
抑
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、県
警
察
が
前
面
に
立
ち
、

行
政
、県
民
の
方
々
と一体
と
な
って
暴
力
団
排
除
活
動

を
さ
ら
に
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
る
。

暴
力
団
の
壊
滅

暴
力
団
の
い
な
い
安
全
安
心
な
街

■ 暴力団犯罪検挙人員・発砲事件数

暴力団犯罪検挙人員 銃器発砲事件数

（年）

（人数） （件数）

529

18600

100
200
300
400
500

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
0 0

5

10

15

20

466
372 431 429

507

498
420

372
377

8
12

15
13

4

8

18

4 1

性
犯
罪
の
抑
止

子
ど
も
・
女
性
を
守
る

　
性
犯
罪
の
認
知
件
数
は
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、性
犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の

啓
発
の
推
進
、関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、情
報
発

信
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、被
疑
者
の
検
挙
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

平
成
26
年
度
当
初
予
算

　
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
社
会
づ
く
り
推
進
費
、子

ど
も
と
女
性
の
安
全
対
策
費

　
2
6
，2
0
3
千
円

　
●
取
締
り
強
化
の
た
め
の
高
性
能
捜
査
用
カ
メ
ラ

　   

の
運
用
経
費

　
●
D
N
A
資
料
を
採
取
す
る
た
め
の
捜
査
用
資

　   

機
材
の
整
備

■ 性犯罪認知件数・検挙率

（件数）

（年）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

0
100
200
300
400
500
600 100

85

70

55

40
0

（％）
580 561 591 564

507
439

546 550 517 557

44.349.444.0
48.6

70.2

53.1 44.142.7
63.4

53.9

性犯罪認知件数 性犯罪検挙率

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
を

お
手
伝
い
す
る
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

T
E
L
．0
9
2
ー
6
3
2
ー
7
8
3
0

【
受
付
時
間
】月
曜
日
〜
金
曜
日
9：00
〜
17：45（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律

第
3
条

第
4
条

　
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律（
平
成
26
年
5
月
施
行
）

第
3
条

　危
険
運
転
致
死
傷
罪
　
ア
ル
コ
ー
ル・薬
物

又
は一
定
の
病
気
の
影
響
に
よ
り
、そ
の
走
行
中
に
正

常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で

運
転
し
、人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為

致
傷
↓
12　
年
以
下
の
懲
役  

致
死
↓
15　
年
以
下
の
懲
役

第
4
条

　過
失
運
転
致
死
傷
ア
ル
コ
ー
ル
等
影
響
発

覚
免
脱
罪　
ア
ル
コ
ー
ル・薬
物
の
影
響
に
よ
り
、そ
の

走
行
中
に
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
状
態
で
運
転
し
、人
を
死
傷
さ
せ
た
場
合
に
、そ

の
運
転
の
と
き
の
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
有
無
や
程
度
が
発

覚
す
る
こ
と
を
免
れ
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
き

12
　　年
以
下
の
懲
役
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トピックス
※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

　5月14日、宮崎市において「九
州各県議会議長会議」が開催さ
れ、松尾統章議長、長裕海副議
長が出席しました。
　会議では、本県提案の「公務
員獣医師の人材確保について」
や、「高速自動車国道等の整備
促進と道路整備予算の確保について」など、各県議会から提案された19
の議案について熱心な審議が行われ、九州各県議会議長会の要望事項
として関係省庁に提出することなどが決定されました。
　会議終了後には、「当面の諸課題について」と題して、全国都道府県議
会議長会事務局の髙部正男総長により、地方分権改革有識者会議の動
向や自由民主党における道州制に関する議論などについて、説明がなさ
れました。

春日警察署庁舎落成式

　5月29日、「全国都道府県議会議長会臨時総会」が東京で開催され、加地
邦雄議長が出席しました。
　4月30日に全国議長会の水本勝規前会長が、所属する香川県議会の議長

を退任されたため、会長職も
退任されました。本臨時総会
は、新たな会長を選出するた
めに開催されたものであり、
広島県議会の林正夫議長が
選出されました。

　5月27日、春日警察署庁舎落成式が
行われ、加地邦雄議長が来賓として出
席しました。
　加地議長は、「春日警察署が管轄す
る2市1町は、福岡市のベッドタウンとし
て新興住宅や各種商業施設が増加し
ており、かねてより警察署の設置が望
まれていた地域でした。この春日警察
署の設置により、事件や事故へのより
迅速な対応や、各種犯罪、交通事故等の抑止、予防効果など、住民の皆さま方
の安心感の確保と利便性の向上が大いに期待されます。県議会としましても、
犯罪・事故のない社会づくりを目指す警察活動を支援するとともに、県民の皆さ
まの安全・安心の確保のため、鋭意努めてまいります」と祝辞を述べました。
　春日警察署は、4月1日、春日市に開庁し、春日市、大野城市、那珂川町を管轄
とします。

全国都道府県議会議長会臨時総会

　6月1日、福岡県総合防災訓練が苅田
町の苅田港南港地区ほか3か所で行わ
れました。
　訓練は、県、苅田町、消防本部、消防
団、警察、自衛隊、医療機関、ボランティ
ア団体など約1,200名が参加して行わ
れ、県議会からも加地邦雄議長をはじ

め、総務企画地域振興委員会の委員長など14名の議員が参加しました。
　今年の訓練は、東日本大震災や平成24年豪雨災害等を踏まえ、迅速な情
報収集・伝達に資するため、緊急速報メールを使った住民への避難情報の配
信訓練が行われました。

福岡県総合防災訓練

九州各県議会議員交流セミナー

九州各県議会議長会議

　7月17日、宮崎市内で「九州各県議会議員
交流セミナー」が開催され、九州各県から、約
150名の議員や事務局職員が参加しました。
　本セミナーは、九州各県議会議員が一堂に
会し、共通する政策課題等について情報及び
意見交換を行うことにより、政策提案能力そ
の他議会機能の充実を図るとともに、議員間

の親睦を深め、共に九州の一体的な発展と地方主権の確立を目指すことを目
的としたもので、福岡県、佐賀県に次いで3回目の開催となりました。
　今回のセミナーでは、外務省事務次官の齋木昭隆氏による「日本外交の課
題」と、日揮株式会社日揮グループ代表の重久吉弘氏による「私の世界観～
世界のエネルギー事情＆新興国の国造りへの思い～」の2つの講演ののち、九
州各県議会の議員と活発な意見交換が行われました。

平成26年度交通事故をなくす福岡県県民運動本部総会
　6月27日、平成26年度交通事故をなくす福岡県県民運動本部総会が福岡市
で開催され、加地邦雄議長が来賓として出席しました。
　加地議長は、挨拶の中で、飲酒運転の撲滅が県政の重要な課題となってい
ることについて、「飲酒運転は犯罪であり、絶対に許されるものではありませ
ん。本県では、議員提案による全国で初めての罰則付きの飲酒運転撲滅条例
を施行しております。この条例の着実
な執行により、『飲酒運転は絶対にし
ない、させない、許さない』という飲
酒運転撲滅意識がさらに定着するよ
う努めることが大切であると考えて
おります。県議会といたしましても、
交通事故のない安全な社会づくりを
推進するため、鋭意取り組んでまいり
ます」と述べました。

国連ハビタット・ナイロビ本部を訪問

　7月1日、加地邦雄議長は、藏内勇夫自民党県議団会長ほか各会派の
代表者と福岡県国際交流推進議員連盟の有志による福岡県議会調査
団、小川知事、新宮松比古(公財)福岡県国際交流センター理事長らととも
に、ケニア共和国のナイロビにある国連ハビタット本部を訪問し、ハビタッ
トと本県の関係強化など、今後の展望についてジョアン・クロス事務局長
等と意見交換を行いました。
　今回の訪問は、福岡県議会がその実現に向け努力した九州唯一の国
連機関「国連ハビタット福岡本部」の設置以来17年に及ぶ本県の支援に
対し謝意を表したいとして、ナイロビの国連ハビタット本部から招へいが
あり、これに応えたものです。
　加地議長は、意見交換の中で「アジア太平洋地区を担当されている国
連ハビタット福岡本部は、アジアのゲートウェイを目指す福岡に実にふさ
わしい国際機関として、福岡県の国際化に大いに貢献されています。今
回の訪問を契機に、今後さらに国連ハビタットと福岡県の関係が密にな
り、双方がますます発展することを願っています。」と発言し、また、小川
知事も、福岡県と国連ハビタットとの協力関係の強化を約束しました。
　その後、一行は、在ケニア日本国大使の公邸において大使と国際交流
に関する意見交換を行い、さらに翌日、ハビタットのプロジェクトのひと
つであり、福岡方式で整備される予定の廃棄物処分場の視察を行うな
ど、大変充実した訪問となりました。
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　議会の動きや議会活
動の様子を広く県民の皆
さんにお知らせするため、
6名の委員により、本紙
の企画、編集などを行っ
ています。
　本年5月にメンバーが
一部代わりましたが、引き
続きできるだけわかりや
すく、少しでも親しんでい
ただけるような紙面づく
りの方針に変わりはあり
ません。
　どうかよろしくお願い
いたします。
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編 集 委 員 の 紹 介

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、
県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。
※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望の方は、県議会
事務局調査課へご連絡ください。

※次号（第11号）の発行は、平成26年11月中旬を予定しています。

※福岡県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室までお寄せください。

● 9月17日（水）　開      会
● 9月24日（水）　代表質問
● 9月25日（木）　代表質問
● 9月26日（金）　一般質問
● 9月29日（月）　一般質問

９月定例会のスケジュール（予定）
● 9月30日（火）　一 般 質問
● 10月 1日（水）　常任委員会
● 10月 2日（木）　常任委員会
● 10月3日（金）　常任委員会
● 10月7日（火）　閉　　　会

9/17（水）から
9月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会

　7月23日「全国都道
府県議会議長会社会
文教委員会」が東京
で開催され、加地邦
雄議長が、本委員会
委員長として出席しま
した。
　委員会では、最初
に、内閣府共生社会
政策担当の長田浩志参事官から、今後の少子化対策について説明を受
け、その後7月30日に開催される「第148回全国都道府県議会議長会定例
総会」に提出する本委員会関係議案7件について協議が行われました。協
議の結果「少子化対策の推進について」や「医療体制の整備について」な
ど7件の議案については、いずれも原案のとおり決定しました。
　これらの議案は、定例総会の議決を経たのち、後日「平成27年度政府
予算編成並びに施策に関する提言」として議長会から関係省庁に提出さ
れます。

全国都道府県議会議長会社会文教委員会

　世界四大博物館のひとつとして、数々の収蔵品を誇る「台北 國立故宮博
物院」の特別展が、10月7日から11月30日まで、九州国立博物館（太宰府市）
で開催されます。
　この特別展は、加地邦雄議長、藏内勇夫自民党県議団会長、吉村敏男民

主・県政県議団会長をはじめとす
る、福岡県台湾友好議員連盟のメン
バーが、台湾の総統府や台北 國立
故宮博物院を訪問し要請して実現
したもので、現在開催中（6月24日か
ら9月15日）の東京国立博物館には、
開催初日から10日間で10万人が訪れ
るなど、関心の高さがうかがえます。
　なお、九州国立博物館のみで展示
される「肉形石」は10月20日までの
展示となりますので、早めに訪れら
れてはいかがでしょうか。

　7月22日、福岡市で「第9回九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会」が
開催されました。本協議会は、九州・沖縄各県及び市町の各防衛議員連盟
が連携し、国の防衛に対する各県、市民の意識の啓発と高揚を図ること等
を目的に設置されているものです。
　総会に来賓として出席した加地邦雄議長は「国土の防衛、災害時の救
援・生活支援など、自衛隊の存在は国民の信頼と大きな支持を得ていま
す。日本近海では、近隣諸国と領有権をめぐり安全保障上、大変緊迫した
状態が続いており、自衛隊の果たす役割は、重要性を増し、国民も一層の
期待を寄せています。福岡県議会として、今後とも自衛隊の充実・発展に
努めていきたい」と挨拶
をしました。
　総会では、規約の改
正など、議案審議が行
われ、自衛隊定員充足
率の向上及び任務遂行
のための予算増額措置
を行うなどの大会決議
が採択されました。

特別展「台北 國立故宮博物院ー神品至宝ー」

　7月18日から20
日までの日程で、
加地邦雄議長は、
松尾統章前議長
（自民党県議団会
長代理）、吉村敏
男議員（民主・県
政県議団会長）、
林裕二議員（緑友

会会長）、服部誠太郎副知事らとともにタイ王国・バンコク都を訪問しました。
　18日に開催された「クールジャパン・フクオカ イン バンコク」のレセプ
ションでは、加地議長が「福岡県の若者文化を発信し紹介することによっ
て、より多くの方が福岡県に一層興味をもってもらえるようになることを
願っています」と挨拶を行いました。
　さらに、19日には、松尾前議長が昨年提案した、福岡で学ばれた元留学
生で組織される「タイ福岡OB会」の発会式が行われました。発会式に参加
した加地議長は、関係者の皆さんのご尽力に感謝申し上げると述べ、元留
学生の方々は交流の架け橋として重要な存在であることや、今後の友好関
係の発展についてOBの方 と々の意見交換を行いました。この他にも、現地
進出県内企業の視察等を行い、大変充実した訪問となりました。

バンコク公式訪問団

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823／FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827／FAX  092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 情報公開　■ ホームページ
■ 本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806／FAX  092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室
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※「ふくおか県議会だより」についてのご意見・ご要望は、調査課までお寄せください。☎092-643-3832　　 092-643-3825　　gchosa2@pref.fukuoka.lg.jpFAX


